
1 

 
 
 

東北学院大学  

内部質保証ガイドブック 

２０２３ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東北学院大学内部質保証委員会 



 

 

 

はじめに 

この度、本学の内部質保証体制及び関連規程を広く教職員に理解してもらうための内部質保証
ガイドブック 2023 を作成いたしました。 

内部質保証とは、大学がその教育理念や目標を実現するために、教育及び研究活動、並びに施
設及び設備などの教学環境の状況を自ら継続的に点検・評価し、社会に対して質の保証を自ら行
うとともに、PDCA サイクルによって絶えず改善・向上を目指す取り組みのことを指します。本
学は、7 年ごとに受審することが法律で義務付けられている認証評価を 2024 年に受ける予定で
あり、認証評価では特にこの内部質保証体制を重視されることとなります。 

本ガイドブックを読んでいただくことにより、本学で実施すべき内部質保証の流れ及びその手
続き、各構成員の役割、関連規程についての理解がさらに深まることを期待しています。 
 

副学長（点検・評価担当） 中沢 正利  
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１． 内部質保証と教学マネジメント 

(１) 内部質保証とは 
「内部質保証」とは、大学が自律的な組織として、その使命や目的を実現するために、自らが行う教育

及び研究、組織及び運営、ならびに施設及び設備の状況について継続的に点検・評価し、質の保証を行う
とともに、PDCA サイクルによって改善・向上に絶えず取り組むことを指す。これは、質保証の責任が、
第一義的には大学自身にあるという考え方に基づく。大学が自律的な組織として社会からの信頼を得る
ためには、大学が学問の自由と誠実性（インテグリティ）を尊重し、自らの活動の質を確認、保証し、そ
の一連の方法や結果を社会に示していくことが求められる。 

「教育の内部質保証」とは、大学の教育研究活動の質や学生の学修成果の水準等を自ら継続的に保証す
ることを指す。（中略）教育研究活動の質保証のためには、それぞれの教育プログラムの編成・実施に責
任をもつ組織が、そのプログラムにおける教育研究への取組状況や、プログラムにおける学修成果を定期
的に分析・評価し、その結果に基づいて、改善・向上を図ることが必要である。その上で、大学が各教育
プログラムにおけるこうした取組を把握し、改革・改善の仕組みが機能していること、ならびにそれによ
って、大学が設定した教育の質が確保されていることを保証することが必要である。また、この状況を大
学が社会に説明することも重要である。その際には、大学が自ら掲げた目的に基づき、自発的に質の向上
を進めていく文化（「質の文化」）を意識的に醸成してゆく必要がある。 

出典：「教育の内部質保証に関するガイドライン」（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 2017） 

 

出典：中教審大学分科会質保証システム部会第 14 回参考資料 1  

「質保証システム見直しに係る基礎資料集」p.6 

  
教育研究活動や学生の学修成果を向

上させる内部質保証の取り組みは 

大学の義務！ 

図 1 我が国の大学の質保証のイメージ図 
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(２) 教学マネジメントとは 
 「教学マネジメント指針 1」によれば、教学マネジメントは「大学がその教育目的を達成するために行
う管理運営」と定義でき、大学の内部質保証の確立にも密接に関わる重要な営みであると位置づけられて
いる。内部質保証が教育研究の質を担保するための「教育研究活動等の見直しを継続的に行う仕組み」で
ある一方、教学マネジメントは「マネジメント（組織が意思決定した事項について、より少ない資源で、
確実に実現すること）」の視点によって教育目的の達成を目指すものである。教学マネジメントにより、
点検・評価から改善までを組織的なサポートによって実現し、内部質保証システムを有効に機能させるこ
とが求められている。 
 昨今の予測困難な時代にあって、高等教育改革の実現すべき方向は「学修者本位の教育の実現」である
と言われている。内部質保証の確立を目指した教育改善が学修者の目線とずれていたり、十分な成果に結
びついていない事例が見受けられるためである。教学マネジメント指針は、大学における学修者本位の教
育の実現を図るための改善・改革の取り組みを行う際に留意すべき事項であり、「学位授与の方針（ディ
プロマ・ポリシー：DP）等の教育目標を適切に設定して達成度を測定し、測定結果に応じた改善活動を
行うこと、そしてその流れを公表する」ことについて具体的な項目Ⅰ～Ⅴが示されている。 

 
図 2 「教学マネジメント指針」概要 出典：進研アド『Between』2021 年 9-10 月号 2 p.8 

東北学院大学においても、この指針を参考とし、２章に示す体制で「大学全体レベル」「学位プログラ
ムレベル」「授業科目レベル」についてそれぞれの取り組みを行っている。 

 
1 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html 
2 http://between.shinken-ad.co.jp/between/2021/09/20219-10.html 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html
http://between.shinken-ad.co.jp/between/2021/09/20219-10.html
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＜「教学マネジメント指針」の主な内容＞ 
 

Ⅰ 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化  
大学全体 学位プログラム 授業科目 

必要 学位プログラム共通の考え方や基
準で点検・評価／評価方法の策定 

具体的・明確で客観的に評価でき
る目標設定／学修者と社会のニー
ズをふまえた目標設定／新たなニ
ーズを自ら定義し創出する姿勢 

 

期待 学位の名称にふさわしい目標とな
っているか確認／大学全体の３ポ
リシー策定 

専門分野を超えた幅広い資質・能
力を目標に設定／客観性の確保／
外部ノウハウの活用 

 

検討 
 

資質・能力を「学生は、～すること
ができる」で記述 

 

 
Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施 
 大学全体 学位プログラム 授業科目 
必要 大学全体のレベルで教育課程編

成・実施を組織的に行う 
学位プログラム全体で実施／ＤＰ
との関係が明らかでない科目の見
直しや取りやめ／ナンバリングの
実施／教員、職員、専門スタッフに
よるきめ細かな履修指導／シラバ
スの記載項目設定やＤＰと科目の
到達目標の関係の確認／登録単位
数の上限や科目で必要な学修時間
の見直し 

能動的学修（アクティブ・ラーニン
グ）の適切な活用／シラバスで科
目の到達目標を明確に示し、適切
な成績評価を実施／シラバスに、
講義の方法・内容、計画、成績評価
基準、事前事後に必要な学修内容、
ＤＰと科目の関係を盛り込む 

期待 日常的な点検／外部ノウハウの取
り入れ 

学生の学修の幅が広がる教育課程
の工夫 

 

検討 外部評価の活用 教育課程について外部意見収集／
教育課程部門を超えた修学支援体
制の構築／教員間でのシラバスチ
ェック／キャップ制の適用除外運
用 

ＴＡによる学修支援／到達目標は
「学生は、～することができる」と
いった形式で記述し、達成状況を
客観的に評価 

 
Ⅲ 学修成果・教育成果の把握・可視化 
 大学全体 学位プログラム 授業科目 
必要 GPA の信頼性の確保のため算定方

法や分布状況を公表 
複数教員分担による科目の成績評
価の平準化／成績評価が意図通り
か点検／ＧＰＡを多様な用途で活
用／学生の成長実感などの情報も
組み合わせた包括的な資質・能力
評価 

各科目で厳格かつ公正で透明な成
績評価／成績評価結果等の分布を
ふまえた授業改善 

期待 大学全体で厳格な成績評価を実施
／大学としての考え方を内外に示
す／可視化に用いる情報の自主的
な策定・開発 

さまざまな情報の組み合わせによ
るＤＰの達成状況の評価／適切な
学生へのフィードバック 

重点科目の評価設計は学位プログ
ラム全体で通用する評価とする 
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検討 教育改善を進める全学的な組織の
整備 

ＤＰの達成状況をわかりやすく示
す／学生が自らの学修成果を社会
に示す／直接的な手法での評価
（特に卒業研究）／ＤＰと関連の
深い科目に絞り直接評価による負
担を軽減／学修時間は前提条件、
就職率等は社会からの評価として
見る／中退率は、他の情報と組み
合わせて見る／学修ポートフォリ
オの活用 

ＤＰと関連の深い科目に絞って直
接的な評価を実施 

 
Ⅳ 教学マネジメントを支える基盤（ＦＤ・ＳＤの高度化、教学ＩＲ体制の確立） 
 大学全体 学位プログラム 授業科目 
必要 マネジメント層へのＦＤ・ＳＤ／

望ましい教職員像の策定／外部と
の連携によるＦＤ・ＳＤの機会提
供・環境づくり／教学ＩＲの環境
整備／教学ＩＲに必要な学内の各
種データを体系的かつ効率的に収
集・分析できる運用の確立 

学部長等へのＦＤ・ＳＤ／教職員
の経験等に応じた体系的なＦＤ・
ＳＤの機会提供／学位プログラム
単位での必要な情報収集と、教学
ＩＲ部門への重点項目の指示 

望ましい資質・能力を身に付ける
ためのＦＤ・ＳＤ／ＤＰとの関係
からのマクロな観点と、学生の参
加意欲や興味・関心からのミクロ
な観点からの両方から科目の検
証・改善 

期待 教職員の能力開発を担当する組織
の構築・運用・専門人材の確保・育
成／外部機関の活用や大学間連携
によるＩＲ事務の共同処理 

 
授業評価アンケートを授業改善の
基礎資料として定着させ、 ＩＲの
必要性を高める 

検討 教員対象と職員対象の研修の一体
化 

 
さまざまな手法から最適な手法を
選んでＦＤ・ＳＤを実施 

 
Ⅴ 情報公表 
 大学全体 学位プログラム 授業科目 
必要 義務付けられた情報公表への適切

な対応／ＤＰ達成状況を学生、大
学が説明できるようにし、改善に
活用／学外者にもわかりやすく表
現／適切な体制を整え情報収集／
大学全体での情報の整合性、学校
基本調査等の公表情報との整合性
を担保／広く周知を図る 

  

期待 適切な分析・解説などを加える／
利用者の便宜を図る／海外へも公
表 

  

検討 他大学との比較をベンチマークと
して提示／問い合わせに対応する
職員の配置／大学ポートレートの
活用／多言語の使用 
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２． 本学の内部質保証体制 

(１) 東北学院大学内部質保証システム体系図 

① 体系図 

 

② PDCAサイクル図 



 

6 

 

 

(２) 内部質保証システムに関わる各委員会等の役割と構成員 
 

① 内部質保証委員会 

内部質保証委員会は、本学の内部質保証をつかさどり、その推進に責任を負う全学的な組織であ
る。本学や本学を構成する全ての組織及び教職員が実施する自己点検・評価の適切性及び有効性に
ついて全学的な観点から検証し、その結果を学長に報告するほか、それらの自己点検・評価がより
内部質保証に資するものとなるための改善方策を審議し、学長に提言するとともに、関係組織又は
職員が行う改善に向けた取組を支援することを目的としている。そこでの審議において改善が必
要と認められた場合は、必要に応じて、東北学院大学教学改革推進委員会（研究科に関連する事項
については、「大学院委員会」）の議を経て、学長が関係組織や教職員に対し適切な措置を命じる仕
組みとなっている。また、学部・研究科及び関連部署に対して、改善のための支援を行う。 

[構成員] 委員長：副学長（学務担当） 
委 員：副学長（総務担当、点検・評価担当）、学長特別補佐、学長室長、高等教育

開発室長、総務部長、政策支援 IR 課長 
陪 席：学長ほか 

 

② 東北学院大学点検・評価委員会 

東北学院大学点検・評価委員会は、大学の教育、研究及び社会貢献並びにそれを支える管理運営
及び財務に関わる業務の質的向上を目的として、本学、本学を構成する全ての組織及び教職員の責
務とされている自己点検・評価を実施・統括するとともに、「大学全体レベル」での内部質保証と
して、大学全体に関わる事項の有効性の検証を行い、その結果を内部質保証委員会へ報告する。 
 また、外部評価（外部評価委員会、東北学院大学の教学に関する懇話会等）の結果についても、
点検・評価委員会において報告が行われたのち、内部質保証委員会にて報告が行われる。 
 東北学院大学点検・評価委員会には、下位組織として、「『授業改善のための学生アンケート』実
施委員会」、「教育・研究業績編集委員会」、「FD 推進委員会」、「学長重点項目評価委員会」の４つ
の専門委員会が置かれている。 

[構成員] 委員長：副学長（点検・評価担当） 
委 員：副学長（総務担当、学務担当）、学部長及び教養教育センター長、研究科長、 

各学部、教養教育センター及び各研究科選出の教員、 
高等教育開発室長、高等教育開発室副室長、 
大学部門の部長（学長室長、総務部長、研究支援部長、宗教部長、学務部
長、国際交流部長、入試部長、学生部長、就職キャリア支援部長、図書館
長、図書部長、情報システム部長）、教職課程センター所長、 
法人事務局次長、法人部門の部長（庶務部長、人事部長、財務部長、施設
部長、広報部長）、学務部次長、研究支援部次長、教務課長、学修支援課長、
研究支援課長、政策支援ＩＲ課長 

C 

A 【点検・評価の検証】 

【点検・評価】 



 

7 

 

 

 

 

③ 学長協議会 

東北学院大学学長協議会（2023 年度より５者会議から構成員を見直して改称）は、直近の新た
な課題解決に対する方針を検討する学長直属の協議機関であり、学長の求めに応じて、本学におけ
る校務全般の適正遂行のために必要な事項について協議することを目的としている。ここでの合
意事項を踏まえて、副学長及び総務部長は、本学の関係機関に対し、当該事項の速やかな実現のた
めに必要な具体策の立案や実行を指示する。 

[構成員] 学長、副学長（総務担当、学務担当、点検・評価担当）、学長室長、総務部長 

 

④ 教学改革推進委員会 

東北学院大学教学改革推進委員会は、内部質保証の中核が「教育の質保証」であるという基本方
針に則り、本学の全体に関わる新たな取り組みなどの教学改革の基本方針を立て、学内関係機関に
その具体的実施を指示し、または必要な措置を講じることにより、本学における不断の教学改革を
推進することを目的としている。自己点検・評価結果を受けた内部質保証委員会から学長に対して
行った提言に関して、具体的な対応を審議する。学長はこの議を経て、関係組織又は教職員に対し
て改善に向けた措置について勧告や指示を行う。 

[構成員] 委員長：学長 
委 員：副学長（総務担当、学務担当、点検・評価担当）、大学院委員会委員長、 

大学院委員会副委員長、学長室長、学部長及び教養教育センター長、 
高等教育開発室長、学務部長、総務部長 

陪 席：理事長、常任理事（総務担当、財務担当、人事担当）、法人事務局長、法人
事務局次長、宗教部長、国際交流部長、入試部長、学生部長、地域連携セ
ンター長、財務部長、広報部長、情報処理センター長、学長特別補佐、監
事、政策支援 IR 課長 

 

⑤ 大学院委員会 

大学院委員会は、学生の入学及び課程の修了、学位の授与、学生の賞罰及び奨学などの大学院の
教育研究に関する重要な事項を審議している。点検・評価の結果、「内部質保証委員会」において
改善を要すると認められた事項のうち、研究科に関する事項については大学院委員会における報
告、審議を経て、学長が関係組織や教職員に対し適切な措置を命じる。 

[構成員] 委員長：学長 
委 員：副学長（総務担当、学務担当、点検・評価担当）、学部長、研究科長、宗教

部長、学務部長、学生部長、入試部長、就職キャリア支援部長及び各研究
科専攻主任 

P 【改善方策の策定】 

P 【改善方策の策定】 

P 【改善方策の策定】 
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⑥ 各学部・各研究科・各部局 

学部・研究科にはそれぞれの「点検・評価に関する内規」により点検・評価委員会が置かれ、学
科や専攻の体制に応じた業務フローに沿って諸活動の適切性の検証を行い、東北学院大学点検・評
価委員会へ報告する。また、各部局においては、それぞれの業務に関連する各種委員会において点
検・評価を行う。 

「学位プログラムレベル」での内部質保証として、具体的には、教育課程の体系性、学修成果、
学習支援の適切性、教員組織の適切性、社会のニーズとの適合性、施設・設備等の適切性などの検
証を行う。  

 

⑦ 教職員 

本学を構成する全ての組織及び教職員は、それぞれの業務について、内部質保証に努めることが
責務とされている。内部質保証を適切に行うために、自己点検・評価（目標設定、目標達成に向け
た行動、点検・評価、改善方策の策定及び実施）を行う（東北学院大学内部質保証体制及び手続に
関する規程 第３・４条）。 

教員は「授業科目レベル」での内部質保証を行う。具体的には、各授業の内容・方法の検証、シ
ラバスとの整合性の検証、厳格な成績評価、「授業改善のための学生アンケート」による改善など
を行う。 

 
(３) 教学上の 3つの方針の基本的な考え方 
 本学においても、教学マネジメント指針に示されているように、全学部共通・全研究科共通及び各学
部・研究科の「教学上の３つの方針」（学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受け入れの
方針）を定めている。 

それぞれの具体的な内容は、大学ホームページ［情報公開］→［教学上の「三つの方針」］参照のこと。 
https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/about/information/aim/teaching.html 

 
 また、これらの「教学上の３つの方針」を策定するための大学としての基本的な考え方を、次のように
定めている。 

＜教学上の 3 つの方針の基本的な考え方＞ 
 東北学院は、建学の精神の実現のため、スクールモットー「LIFE LIGHT LOVE」のもと、東北学院
教育の基本方針に基づいて教育・研究活動を行う。 

東北学院大学及び大学院は、その学位ごとに掲げられた教育理念・目的及び教育目標を達成するた
め、全学レベルの教学上の３つの方針と連動するように、それぞれの学位について教学上の３つの方
針を定める。 
 また、教学上の３つの方針は、教育の質向上を継続的に担っていく内部質保証システムの核となる
ものとして、絶えず検証し、必要に応じて見直していくものとする。 

C D 【改善措置の実施】【点検・評価】 

C D 【改善措置の実施】【点検・評価】 

https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/about/information/aim/teaching.html
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３． 点検・評価 

「1.(1)内部質保証とは」（P.1）で説明した通り、内部質保証は継続的な点検・評価の実施が中心とな
る。本学では、点検・評価を次のように定期的に実施することとしている。 

７年ごと 認証評価（（公財）大学基準協会） ※前回は 2017 年度、 

次回は 2024 年度受審。 

 

３年ごと 点検・評価報告書作成（３年毎に点検・評価報告書を作成） ※2023 年度作成。 

 

毎年度 
 

• 点検・評価委員会が指示する項目に沿った点検・評価 
• 各委員会による年間計画・振り返り 
• 「TG Grand Vision 150」の中期計画 実行計画点検・評価（法人 企画委員会） 
• 教員の教員業務・活動報告書作成、授業改善のための学生アンケート 
• 外部評価（外部評価委員会、西南学院大学との相互評価、東北学院大学の教学に関

する懇話会） …等 
 

 
 
(１) 認証評価について 

「1.(1)内部質保証とは」（P.1）において、大学の質保証のために文部科学大臣の認証を受けた評価
機関による第三者評価（認証評価）を７年以内に１回受けることが義務付けられていることを示した。 

認証評価は、各評価機関が定める評価基準に基づき大学を定期的に評価し、その基準を満たすものか
どうかについて社会に向けて公表することで、大学が社会的評価を受けるとともに、評価結果を踏まえ
て自ら改善することを促す制度である。 

本学は（公財）大学基準協会による認証評価を受審しており、前回は 2017 年度に受審し「適合」を
受け（努力課題の提言を受けて改善報告書を提出済み）、次回は 2024 年度に受審することとしている。 
 
＜参考：2017 年度受審時の認証評価結果＞  

長所 努力課題 
基準４．教育内容・方法・成果 
1) 教育課程の中核としての TG ベーシック 

科目 
2) 特色ある教育プログラム－文学研究科 

アジア文化史専攻の学外実習制度 

基準４．教育内容・方法・成果 
1) 教職単位を卒業要件に含めている件 

(文学部) 
 

認証評価を「義務」として捉えるのではなく、認証評価の受審をきっかけとして 
教学環境の改善（教学改革）と大学プレゼンスの向上を進めるべき 
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基準８．社会連携・社会貢献 
1) 『震災学』の刊行 
2) 災害ボランティアステーション 

基準９．管理運営・財務 
1) 職員業務研究 

基準５．学生の受け入れ 
1) 入学者超過と編入学者不足 

(工学部環境建設工学科) 
2) 編入学者不足(複数学科) 
3) 大学院の在籍学生数不足(複数専攻) 

基準 7．教育研究等環境 
1) 図書館司書の有資格者数 

※上記の基準の番号は第３期（2018～2024 年度）より変更されている。 

 

2023 年度に作成した「点検・評価報告書」を 2024 年 4 月１日までに（公財）大学基準協会へ提出
し、事前質問、実地調査（９～10 月頃）を受け、年度末の 2025 年３月に「大学認証評価結果」を受領
する予定である。 

 
(２) 自己点検・評価について 

本学の自己点検・評価は、「東北学院大学点検・評価に関する規程」より 
・ 大学基準協会の定める「大学基準」に基づいた「点検・評価項目」について、３年間で全ての項目

の自己点検・評価を行う。 
・ ３年ごとに『点検・評価報告書（大学基礎データ及び基礎要件確認シートを含む。）』を作成する。 
としており、東北学院大学点検・評価委員会の統括の下、各学部・研究科、各部局が行う。 

 

① 大学基準の構成 

 自己点検・評価を実施する項目は、
大学基準協会の定める大学基準に準
じる（その他、独自の視点による点
検・評価項目を追加しても良い）。 
 
 大学基準は、右図で示すとおり、
大学の掲げる「理念・目的」を軸とし
て、これを実現するために「教学上
の 3 つの方針」に沿った教育・研究
を行い、さらに内部質保証活動によ
り継続的な改善を図りつつ、大学の
運営・財務によって一連の活動を支
える構成となっている。 

 
 

図 3 大学基準の構成図 
（大学評価ハンドブック／大学基準協会） 
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② 自己点検・評価の進め方 

(ア) 各学部・研究科、各部局の自己点検・評価 
点検・評価委員会が統括する自己点検・評価は、点検・評価委員会の提示する「『自己点検・

評価報告書』作成要領」に基づき、各学部・研究科、各部局が実施する。各担当組織は、「自己
点検・評価シート」（Excel）に点検・評価項目ごとの現状説明、長所・特色、課題等をまとめ、
根拠資料を整備する。また、これを「点検・評価報告書」（Word）にまとめる。 

(イ) 全学的観点による自己点検・評価 
点検・評価委員会は（ア）の結果をとりまとめ、各章の執筆担当者（後述）は全学的な取り組

みとして「点検・評価報告書」を作成する。 
 

 点検・評価の過程で明らかとなった課題・問題点については、内部質保証委員会へ報告され、改
善が必要と認められた場合は、必要に応じ教学改革推進委員会・大学院委員会で具体的な改善
策が審議され、学長より対応が指示される。 
 
 

(３) 点検・評価項目と自己点検・評価の担当 
大学基準（１～10（２））の下には、それぞれの基準において「点検・評価項目」が設定されている。 
＜点検・評価項目の構成＞（基本） 
・ 点検・評価項目①：方針があるかどうか、その内容はどういったものか 
・ 点検・評価項目②以降：方針に従ってどのような取り組みが行われているか 
・ 点検・評価項目の最終項目：その基準の適切性についての点検・評価、改善・向上をどのように行

っているか 
 

下表の通り、各点検・評価ごとに執筆担当を定め、各部局における点検・評価を行い、全学的観点に
より大学全体のまとめを行う。 

大学基準 点検・評価項目 執筆担当 全学的観点
（まとめ） 

1.理念・目的 ① 大学の理念・目的を適切に設定しているか。また、それ
を踏まえ、学部・研究科の目的を適切に設定しているか。 

各学部長、 
各研究科長 

副学長（総
務担当） 

② 大学の理念・目的及び学部・研究科の目的を学則又はこ
れに準ずる規則等に適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表しているか。 

各学部長、 
各研究科長 

③ 大学の理念・目的、各学部･研究科における目的等を実現
していくため、大学として将来を見据えた中・長期の計
画その他の諸施策を設定しているか。 

各学部長、 
各研究科長、 
広報部長、 
企画課長、 
政策支援 IR 課長 
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２.内部質保証 ① 内部質保証のための全学的な方針及び手続を明示して
いるか。 

副学長（学務担
当）、 
学長室長 
 
※③④は 
教職課程センタ
ー所長 

副学長（学
務担当） 

② 内部質保証の推進に責任を負う全学的な体制を整備し
ているか。 

③ 方針及び手続に基づき、内部質保証システムは有効に機
能しているか。 

④ 教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸
活動の状況等を適切に公表し、社会に対する説明責任を
果たしているか。 

⑤ 内部質保証システムの適切性について定期的に点検・評
価を行っているか。また、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行っているか。 

３.教育研究組織 ① 大学の理念・目的に照らして、学部・研究科、附置研究
所、センターその他の組織の設置状況は適切であるか。 

学務部長、 
教学組織改編推
進室長 
※①は教職課程
センター所長 

学務部長 

② 教育研究組織の適切性について定期的に点検・評価を行
っているか。また、その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行っているか。 

4.教育課程・学習成
果 

① 授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表してい
るか。 

各学部長、 
各研究科長、 
学務部長  

副学長（学
務担当）（全
学教育機構
長） 

② 授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、
公表しているか。 

③ 教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさ
わしい授業科目を開設し、教育課程を体系的に編成して
いるか。 

④ 学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々
な措置を講じているか。 

⑤ 成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っている
か。 

⑥ 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握
及び評価しているか。 

⑦ 教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に
点検・評価を行っているか。また、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

5.学生の受け入れ ① 学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。 各学部長、 
各研究科長、 
入試部長 
 
※②④は 
広報部長 

入試部長 

② 学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜
の制度や運営体制を適切に整備し、入学者選抜を公正に
実施しているか。 

③ 適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、
在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理しているか。 

④ 学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を
行っているか。また、その結果をもとに改善・向上に向
けた取り組みを行っているか。 
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6.教員・教員組織 ① 大学の理念・目的に基づき、大学として求める教員像や
各学部･研究科等の教員組織の編制に関する方針を明示
しているか。 

各学部長、 
各研究科長、 
学務部長 
 
※④は 
研究支援部長 

副学長（総
務担当） 

② 教員組織の編制に関する方針に基づき、教育研究活動を
展開するため、適切に教員組織を編制しているか。 

③ 教員の募集、採用、昇任等を適切に行っているか。 

④ ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織
的かつ多面的に実施し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上につなげているか。 

⑤ 教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行って
いるか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行っているか。 

７.学生支援 ① 学生が学習に専念し、安定した学生生活を送ることがで
きるよう、学生支援に関する大学としての方針を明示し
ているか。 

学務部長、 
総務部長、 
学生部長、 
国際交流部長、 
就職キャリア支
援部長 

学生部長 

② 学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援
の体制は整備されているか。また、学生支援は適切に行
われているか。 

③ 学生支援の適切性について定期的に点検・評価を行って
いるか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行っているか。 

８.教育研究等環境 ① 学生の学習や教員による教育研究活動に関して、環境や
条件を整備するための方針を明示しているか。 

学務部長 副学長（総
務担当） 

② 教育研究等環境に関する方針に基づき、必要な校地及び
校舎を有し、かつ運動場等の教育研究活動に必要な施設
及び設備を整備しているか。 

学務部長、 
施設部長、 
情報システム部
長 

③ 図書館、学術情報サービスを提供するための体制を備え
ているか。また、それらは適切に機能しているか。 

図書部長 

④ 教育研究活動を支援する環境や条件を適切に整備し、教
育研究活動の促進を図っているか。 

学務部長、 
研究支援部長 

⑤ 研究倫理を遵守するための必要な措置を講じ、適切に対
応しているか。 

⑥ 教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を
行っているか。また、その結果をもとに改善・向上に向
けた取り組みを行っているか。 

学務部長、 
図書部長、 
施設部長、 
研究支援部長、 
情報システム部
長 

９.社会貢献・社会連
携 

① 大学の教育研究成果を適切に社会に還元するための社
会連携・社会貢献に関する方針を明示しているか。 

学長室長、 
総務部長、 
研究支援部長、 

総務部長 

② 社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、社会連携・
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社会貢献に関する取り組みを実施しているか。また、教
育研究成果を適切に社会に還元しているか。 

国際交流部長、 

③ 社会連携・社会貢献の適切性について定期的に点検・評
価を行っているか。また、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行っているか。 

10.大学運営・財務 
（１）大学運営 

① 大学の理念・目的、大学の将来を見据えた中・長期の計
画等を実現するために必要な大学運営に関する大学と
しての方針を明示しているか。 

庶務部長、 
人事部長、 
総務部長 

総務部長 

② 方針に基づき、学長をはじめとする所要の職を置き、教
授会等の組織を設け、これらの権限等を明示している
か。また、それに基づいた適切な大学運営を行っている
か。 

③ 予算編成及び予算執行を適切に行っているか。 財務部長、 
総務部長 

④ 法人及び大学の運営に関する業務、教育研究活動の支
援、その他大学運営に必要な事務組織を設けているか。
また、その事務組織は適切に機能しているか。 

庶務部長、 
人事部長、 
総務部長 

⑤ 大学運営を適切かつ効果的に行うために、事務職員及び
教員の意欲及び資質の向上を図るための方策を講じて
いるか。 

人事部長、 
総務部長 

⑥ 大学運営の適切性について定期的に点検・評価を行って
いるか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行っているか。 

庶務部長、 
人事部長、 
財務部長、 
総務部長 

10.大学運営・財務 
（２）財務 

① 教育研究活動を安定して遂行するため、中・長期の財政
計画を適切に策定しているか。 

財務部長 副学長（総
務担当） 

② 教育研究活動を安定して遂行するために必要かつ十分
な財務基盤を確立しているか。 

 
※各点検・評価項目ごとの評価の視点は「大学評価ハンドブック（大学基準協会）」参照のこと。 
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４． 関連規程等 

(１) 東北学院大学内部質保証に関する基本方針 

○東北学院大学内部質保証に関する基本方針 
 平成 27 年３月 25 日制定第 12 号 

   東北学院大学内部質保証に関する基本方針 
東北学院大学（以下「本学」という。）は、大学の社会的役割である教育、研究及び社会貢献に

関わる諸活動の質が、社会的期待及び本学の目的・目標からみて一定水準に達していることを自
らの責任で証明・説明していかなければならない。本学は、次に掲げる基本方針をもって、この
「内部質保証」の責任を果たすものとする。 
１． 内部質保証の本質は、自己点検・評価の実質化である。 

本学を構成する各組織及び各個人が、自らの活動を不断に点検評価し、それに基づいて絶え
間なく改善を行うという、いわゆるＰＤＣＡサイクルを機能させることが内部質保証の本質で
ある。 

２． 内部質保証は、システム化されなければならない。 
本学は、内部質保証に関するこの基本方針のもとに、規程によって内部質保証に関する手続

きを整備する。特に、内部質保証を統括する組織の責任と権限を明確にすること及び点検・評価
を改善に結び付ける仕組みを作ることは不可欠である。 

３． 内部質保証の中核となるのは、教育の質保証である。 
大学の質保証の対象には、教育、研究及び社会貢献に関わる全ての活動並びにそれを支える

管理運営及び財務基盤に関わることが含まれるが、大学一般においても本学においても、最も
重要なものは教育に関する質保証である。したがって、本学の内部質保証システムにおいても、
その中核は、教育改善のための仕組み作りである。 

４． 教育の内部質保証は、３つのレベルで行われなければならない。 
教育の内部質保証のためには、大学全体、カリキュラムなど教育プログラム、そして授業の３

つのレベルで行われなければならない。それぞれは担い手が異なるだけでなく、保証すべき質
の在り方、そして点検・評価の観点が異なるからである。 

５． 教育の内部質保証では、教育成果が重視されなければならない。 
教育の質保証の対象には、「目的・目標」、「方法・手段」、「結果・成果」の３要素が含まれる

が、今日の大学教育に特に強く求められているのは「ラーニングアウトカムズ（学習成果）」の
質保証である。したがって、本学の内部質保証システムにおいても、教育成果を保証・改善する
ための仕組み作りが重要な課題となる。 

６． 内部質保証システムは、外部に開かれていなければならない。 
内部質保証システムは、認証評価などの外部評価の対象となるだけでなく、検証過程に学外

者の参画を求めるなどシステム内部に外部の意見が反映されるものでなければならない。した
がって、本学の内部質保証に関する情報は、学内構成員にはもちろん、本学のステークホルダー
をはじめ広く社会に発信されなければならない。 
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(２) 東北学院大学内部質保証体制及び手続に関する規程 

○東北学院大学内部質保証体制及び手続に関する規程                     
平成 27 年３月 25 日制定第 13 号 

令和５年 12 月 13 日改正第 214 号 
（趣旨） 
第１条 この規程は、東北学院大学内部質保証に関する基本方針に基づき、東北学院大学（以下
「本学」という。）の内部質保証のための体制と手続に関し必要な事項を定める。 

（定義） 
第２条 この規程において「内部質保証」とは、本学が教育、研究及び社会貢献並びにそれを支え
る管理運営及び財務に関わる業務について、自己点検・評価等を踏まえて質的向上を図り、本学に
求められる社会的期待並びに自己の定める目的及び目標からみて、それらの業務が一定水準にあ
ることを自らの責任で説明又は証明する恒常的かつ継続的活動をいう。 

（内部質保証の責務） 
第３条 本学、本学を構成する全ての組織及び職員は、それぞれの業務について、内部質保証に努
めなければならない。 

（自己点検・評価の責務） 
第４条 本学、本学を構成する全ての組織及び職員は、内部質保証を適切に行うために、それぞれ
の業務について、次に掲げる事項を含む自己点検・評価を実施しなければならない。 
(１) 業務の質向上に向けた目標設定 
(２) 前号の目標達成に向けた行動 
(３) 前２号の事項についての点検・評価 
(４) 前号の点検・評価の結果を利用した改善方策の策定及び実施 
(５) 前各号に関する説明及びその公表 
２ 本学の自己点検・評価は、東北学院大学点検・評価委員会（以下「点検・評価委員会」という。）
が統括する。 
３ 本学を構成する全ての組織は、当該組織の業務に関する自己点検・評価の実施に責任を持つ
組織を置き、所属する職員の自己点検・評価の実施に関して点検・評価委員会を助けるものとす
る。 
４ 職員は、点検・評価委員会の指示によるほか、職務に内在する職責として業務の自己点検・評
価を実施しなければならない。 

（自己点検・評価の実施） 
第５条 本学は、東北学院大学点検・評価に関する規程（以下「点検・評価に関する規程」とい
う。）に基づき、点検・評価委員会のもと、自己点検・評価を実施する。 

（委員会の設置） 
第６条 本学に、内部質保証をつかさどる組織として、東北学院大学内部質保証委員会（以下「委
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員会」という。）を置く。 

（委員会の目的） 
第７条 委員会は、本学、本学を構成する全ての組織及び職員が実施する自己点検・評価について
点検・評価し、その結果を学長に報告するとともに、それらの自己点検・評価がより内部質保証に
資するものとなるための改善方策を審議し、学長に提言するとともに、関係組織又は職員が行う
改善に向けた取組を支援することを目的とする。 

（委員会の審議事項） 
第８条 委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を審議する。 
(１) 本学における自己点検・評価の結果において改善が必要と思われる事項 
(２) 本学における自己点検・評価の適切性及び有効性の点検・評価 
(３) 本学における自己点検・評価結果活用の適切性及び有効性の点検・評価 
(４) 前各号の事項に関する情報の公開 
(５) 前条の関係組織又は職員が行う改善に向けた取組の支援 
(６) その他本学の内部質保証に関する事項 
２ 前項第１号から第５号までに関する審議は、点検・評価に関する規程に基づき実施される自
己点検・評価の報告書が提出された後、速やかに行わなければならない。 
３ 委員会は、第１項の審議事項に関して自己点検・評価を実施した組織又は職員からの報告を
求め、又は必要な調査を行うことができる。 
４ 委員会は、第１項各号で審議した結果について学長に報告を行う。 

（優先事項） 
第９条 委員会は、前条第１項に規定する審議を行うに当たり、本学における教育の質保証の重
要性に鑑み、次に掲げる事項を優先的に取り扱うものとする。 
(１) 授業の内容及び方法 
(２) 教育課程及び教育プログラム 
(３) 教育成果及びその測定 
(４) 教学上の三つの方針の適切性の検証 
(５) 教育環境及び教育施設 
(６) 教育組織編制及び教員組織編制 
(７) 学生支援 
(８) 自己点検・評価に提示された証拠データ 
(９) 自己点検・評価に関する情報の公開 

（委員会の組織） 
第 10 条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 
(１) 副学長 
(２) 学長室長 
(３)  高等教育開発室長 
(４) 総務部長 
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(５) 政策支援ＩＲ課長 
(６) 委員長が指名する者 若干名 
２ 委員会には、学長が陪席する。 
３ 委員会は、必要に応じて委員以外の者を会議に陪席させることができる。 

（委員長） 
第 11 条 委員会に委員長を置き、副学長（学務担当）をもって充てる。 
２ 委員会に副委員長を置き、副学長（総務担当）をもって充てる。 
３ 副委員長は、委員長の命を受けたとき又は委員長に事故あるときは、委員長の職務を代行す
る。 

（委員会の招集、定足数及び議決） 
第 12 条 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 
２ 委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 
３ 委員が公務のため委員会に出席できないときは、その事情を明らかにして委員長に委任状を
提出し、議決権の代理行使を委託することができる。 
４ 委員会の議決は、出席した委員の過半数の同意をもって行い、可否同数のときは委員長の決
するところによる。 

（学長の対応） 
第 13 条 学長は、第８条第１項により審議された事項が改善を要すると認められた場合は、関係
組織又は職員に対し、次に掲げる事項を含めて適切な措置を命じることができる。この場合にお
いて、学長は、必要に応じて東北学院大学教学改革推進委員会又は大学院委員会の意見を聴取す
る。 
(１) 改善の勧告又は命令 
(２) 改善支援の勧告又は命令 
(３) 改善プログラム作成の勧告又は命令 
(４) 改善目標設定の勧告又は命令 
(５) その他改善に有効と思われる措置 
２ 学長は、前項に掲げる措置のうち、理事会の承認が必要なものについては、必要な手続を取ら
なければならない。 
３ 学長は、第９条第４号の事項を審議した結果、教学上の三つの方針の改定が必要と認められ
た場合は、別に定める手続により改定の検討を命じることができる。 

（事務） 
第 14 条 この規程に関する事務は、学長室政策支援ＩＲ課において処理する。 

（改廃） 
第 15 条 この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。     
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(３) 東北学院大学点検・評価に関する規程 

○東北学院大学点検・評価に関する規程 
平成 17 年４月１日制定第 11 号 

令和５年９月 20 日改正第 193 号 
東北学院大学点検・評価に関する規程 

目次 
第１章 総則（第１条） 
第２章 点検・評価の実施方法（第２条―第４条） 
第３章 点検・評価の組織（第５条―第 11 条） 
第４章 点検・評価報告書の公表及び活用（第 12 条・第 13 条） 
第５章 外部評価（第 14 条―第 16 条） 
第６章 雑則（第 17 条・第 18 条） 
附則 

 
第１章 総則 
（趣旨） 
第１条 この規程は、東北学院大学学則第１条の２第２項並びに東北学院大学大学院学則第２条
第２項及び第３項に基づき、東北学院大学（以下「本学」という。）の点検・評価について必要な
事項を定める。 
 
第２章 点検・評価の実施方法 
（点検・評価の実施時期） 
第２条 本学の点検・評価は、毎年度実施するものとする。 
２ 前項の定めにかかわらず、大学の点検・評価を必要とする研究プロジェクト等については、必
要に応じて実施する。 

（点検・評価の項目及び内容） 
第３条 前条第１項の点検・評価は、３年間で次に掲げる全ての項目について実施する。 
(１) 理念・目的 
(２) 内部質保証 
(３) 教育研究組織 
(４) 教育課程・学習成果 
(５) 学生の受け入れ 
(６) 教員・教員組織 
(７) 学生支援 
(８) 教育研究等環境 
(９) 社会連携・社会貢献 
(10) 大学運営・財務 
(11) その他本学の点検・評価に関して必要な事項 
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２ 前項の点検・評価項目の詳細な内容は、公益財団法人大学基準協会の点検・評価項目に基づ
き、別表に定める。 
３ 点検・評価に際しては、そのための必要な資料として大学基礎データ、基礎要件確認シート並
びに教員の教育及び研究に関する業績データを収集整理するものとする。 
４ 点検・評価項目の評価基準、大学基礎データ及び基礎要件確認シートの様式は、公益財団法人
大学基準協会等が実施する認証評価に求められる主要点検・評価項目、大学基礎データ及び基礎
要件確認シートに準拠する。 
５ 前条第２項の点検・評価項目は、当該研究プロジェクト等の内容に応じて設定する。 

（報告書の作成） 
第４条 前条第１項に基づき作成する報告書は、次のとおりとする。 
(１) 点検・評価報告書（大学基礎データ及び基礎要件確認シートを含む。） 
(２) 教員業務・活動報告書 
２ 第２条第２項に基づく研究プロジェクト等の点検・評価報告書は、前条第５項の点検・評価項
目に関して作成する。 
 
第３章 点検・評価の組織 
（委員会の設置） 
第５条 点検・評価を実施し、本学における教育及び研究の質の向上を図るため、東北学院大学点
検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（委員会の業務） 
第６条 委員会は、第２条に基づき本学、本学を構成する全ての組織及び職員が行う点検・評価の
実施を統括し、３年ごとに第４条第１項第１号に定める点検・評価報告書を作成する。 
２ 委員会は、前項に定める業務のほか、点検・評価項目の性質に従って点検・評価を行い、必要
に応じて報告書を作成する。 
３ 委員会は、点検・評価の結果を踏まえ、点検・評価の実施体制、点検・評価項目、実施方法及
び結果の活用方法等を定期的に見直し、その改善に努めなければならない。 
４ 委員会は、本学の関係組織に対し、点検・評価のために必要な資料の提出を求めることができ
る。 
５ 委員会は、研究プロジェクト等の点検・評価の実施など必要に応じて小委員会又は作業部会
を設けることができる。 
６ 委員会は、前項に定める小委員会及び作業部会の活動状況について報告するものとする。 

（委員会の構成） 
第７条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 
(１) 副学長 
(２) 学部長及び教養教育センター長 
(３) 研究科長 
(４) 各学部及び教養教育センターから１名ずつ選出された教員 
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(５) 各研究科から１名ずつ選出された教員 
(６) 高等教育開発室長、高等教育開発室副室長及び高等教育開発室専任教員 
(７) 学長室長、総務部長、研究支援部長、宗教部長、学務部長、国際交流部長、入試部長、学生
部長、就職キャリア支援部長、図書館長、図書部長及び情報システム部長 
(８) 教職課程センター所長 
(９) 法人事務局次長、庶務部長、人事部長、財務部長、施設部長及び広報部長 
(10) 学務部次長及び研究支援部次長 
(11) 教務課長、学修支援課長、研究支援課長及び政策支援ＩＲ課長 
２ 委員会に委員長を置く。 
３ 委員長は、副学長（点検・評価担当）をもって充てる。 
４ 委員会に副委員長を置き、副学長（学務担当）をもって充てる。 
５ 委員長に事故あるときは、副委員長が委員長の職務を代行する。 
６ 委員長は、必要に応じて、委員以外の教職員を委員会に陪席させることができる。 

（委員会の開催、定足数及び議決） 
第８条 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 
２ 委員会は、定期的に開催されるほか、委員長の判断により必要に応じて開催されるものとす
る。 
３ 委員総数の３分の１以上の委員による要請がある場合は、委員長は速やかに委員会を開催し
なければならない。 
４ 委員会の開催は、委員の過半数の出席を必要とする。 
５ 委員が公務のため委員会に出席できないときは、その事情を明らかにして委員長に委任状を
提出し、議決権の代理行使を委託することができる。 
６ 委員会の議決は、出席者の過半数をもって行う。ただし、可否同数の場合は、委員長が決す
る。 

（委員の任期） 
第９条 第７条第１項第４号及び第５号の委員の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 前項の委員が欠けたときの後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
３ 役職によって委員となる者については、当該役職の任期を委員の任期とする。 

（専門委員会） 
第 10 条 委員会は、点検・評価を円滑に実施するため、次に掲げる専門委員会を設けることがで
きる。 
(１) 「授業改善のための学生アンケート」実施委員会 
(２) 教育・研究業績編集委員会 
(３) ＦＤ推進委員会 
(４) 学長重点項目評価委員会 
２ 委員会は、それぞれの専門委員会について規程を設ける。 
３ 委員会は、各専門委員会の活動につき、定期的に報告するものとする。 
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（点検・評価報告書の提出） 
第 11 条 委員会は、第６条第１項及び第２項に基づき作成した点検・評価報告書を、本学の内部
質保証をつかさどる東北学院大学内部質保証委員会の議を経て学長に提出するものとする。 
 
第４章 点検・評価報告書の公表及び活用 
（点検・評価報告書の公表） 
第 12 条 学長は、委員会から提出された点検・評価報告書の内容について理事長に報告するもの
とする。 
２ 学長は、委員会から提出された点検・評価報告書を、本学教職員、学外の諸機関等に公表す
る。 

（点検・評価報告書の活用） 
第 13 条 学長及び関係各組織の長は、点検・評価の結果を踏まえ、本学の目的及び社会的使命を
達成するため、教育・研究活動及び管理運営等における問題点を速やかに改善し、質的水準の向上
と活性化に努めるものとする。 
 
第５章 外部評価 
（外部評価の実施） 
第 14 条 本学が実施する点検・評価について、外部による評価を受けるものとする。 
（外部評価の点検・評価項目及び内容） 
第 15 条 外部評価を受ける場合の点検・評価項目及び内容は、外部評価を実施する機関の定めに
従うものとする。 

（外部評価の結果の公表及び活用） 
第 16 条 外部評価の結果については、委員会に報告し、第 11 条、第 12 条及び第 13 条を準用す
るものとする。 
 
第６章 雑則 
（事務） 
第 17 条 この規程に関する事務は、学長室政策支援ＩＲ課において処理する。 

（改廃） 
第 18 条 この規程の改廃は、委員会が発議し、教授会及び大学院委員会の議を経て学長が行い、
理事会の承認を得るものとする。 
 
別表（第３条第２項に基づく点検・評価項目の詳細）  
（省略 ※本ガイド３（４）参照） 
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